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2014 年 4 月初旬から 5 月中旬にかけて 10 回に分けて実施された第 16 次連邦下院選挙で、イ
ンド人民党（以下 BJP）は下院定数の過半数を 9 議席上回る 282 議席を単独で獲得した。BJP を
核とする 12 党からなる国民民主連合（NDA）は、336 議席の安定的過半数を制した（表 1）。 
 
表 1 第 16次連邦下院選挙での政党別当選者数 
 
国民民主連合 (NDA) 統一進歩連合 (UPA) その他 
インド人民党 282 インド国民会議派 44 全インド・アンナ・ドラヴ
ィダ進歩連盟 
37 
公民の力党 6 民族主義会議派 6 全インド草の根会議派 34 
アカーリー・ダル 4 インド連合ムスリ
ム連盟 
2 ビジュー・ジャナタ・ダル 20 
シヴ・セーナー 18 ジャールカンド解
放戦線 








4 YSR 会議派 9 
民族人民平等党 3   (59) 社会主義党 5 
スワビマーニ ・ーパ
クシャ 
1    庶民党 4 
労働者党(PMK) 1    全インド統一民主戦線 3 
全インド NR 会議派 1    JK 人民民主党 3 
全国人民党（イン
ド） 
1    インド国民ローク・ダル 2 
ナガ人民党 1    ジャナタ・ダル（世俗主義） 2 
 (336)    ジャナタ・ダル（統一派） 2 
     その他（含む無所属） 6 
          (148) 
注： 議席をすべて失った有力地域政党に、JK 民族会議、多数者社会党、ドラヴィダ進歩連盟がある。 
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3 
BJP は、表 2 にみるように、中部と西部インドで圧勝し、南部のカルナータカ州、東部のアッ
サム州などでもおおきく議席を伸ばした。ケーララ州や西ベンガル州といった、いわゆる「左翼
州」でも得票率の伸びは著しかった。しかし、総得票率でみれば、BJP のそれは 31％であり、会





表 2 インド人民党の州別、地域別当選者数と得票率（2009-2014） 
 
  総議席   議席     得票率   
    2014 2009 増減 2014 2009 増減 
全国 543 282 116 166 31.0  18.8  12.2  
北部インド 20 6 1 5       
ジャンムー・カシュミール 6 3 0 3 32.4  18.6  13.8  
パンジャーブ 13 2 1 1 8.7  10.1  -1.4  
チャンディーガル 1 1 0 1 42.2  29.7  12.5  
東部インド 89 12 6 6       
アッサム 14 7 4 3 36.5  16.2  20.3  
西ベンガル 42 2 1 1 16.8  6.1  10.7  
オディシャ 21 1 0 1 21.5  16.9  4.6  
アンダマン・ニコバル 1 1 1 0 47.8  44.2  3.6  
アルナーチャル・ 
プラデーシュ 
2 1 0 1 46.1  36.7  9.4  
中部インド 225 190 63 127       
ヒマーチャル・ 
プラデーシュ 
4 4 3 1 53.3  49.6  3.7  
ウッタラーカンド 5 5 0 5 55.3  33.8  21.5  
ハリヤーナー 10 7 0 7 34.7  12.1  22.6  
ウッタル・プラデーシュ 80 71 10 61 42.3  17.5  24.8  
ラージャスターン 25 25 4 21 54.9  36.6  18.3  
デリー 7 7 0 7 46.4  35.2  11.2  
マッディヤ・ 
プラデーシュ 
29 27 16 11 54.0  43.5  10.5  
チャッティースガル 11 10 10 0 48.7  45.0  3.7  
ビハール 40 22 12 10 29.4  13.9  15.5  
ジャールカンド 14 12 8 4 40.1  27.5  12.6  
 http://www.ide.go.jp 
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西部インド 78 53 27 26       
グジャラート 26 26 15 11 59.1  46.5  12.6  
マハーラーシュトラ 48 23 9 14 27.3  18.2  9.1  
ダドラ・ナガルハヴェリ 1 1 1 0 48.9  46.4  2.5  
ゴア 2 2 1 1 53.4  44.8  8.6  
ダマン・ディウ 1 1 1 0 53.8  65.5  -11.7  
南部インド 131 21 19 2       
カルナータカ 28 17 19 -2 43.0  41.6  1.4  
アーンドラ･ 
プラデーシュ 
42 3 0 3 8.5  3.8  4.7  
ケーララ 20 0 0 0 10.3  6.3  4.0  




之・三輪博樹（編）『インド民主主義の発展と現実』勁草書房、2011 年、表 5-1 より。 














後援組織である「責任ある統治のための市民たち(Citizens for Accountable Governance, CAG)」





                                                   
2 Indian Express, 2 May 2014. 
3 モーディーの選挙戦における三つの主体の分業とそれぞれの活動の特徴は、ウッタル・プラデーシュ州を例に、
Narayan, Badri, “Modi’s Modus Operandi in 2014 Elections,” Economic and Political Weekly, 17 May 2014, 
pp.12-14 で詳しく検討されている。  
 http://www.ide.go.jp 





アに及んだ。その費用は、党関係者は 75 億ルピ （ー１米ドル約 60 ルピーとして、約 1.2 億ドル）
程度と控えめだが、野党は少なくとも 1000 億ルピー（16.7 億ドル）は投入されたとみている。
大手広告業者Madison Mediaとの契約だけでも 50 億ルピーにのぼっている。業界筋によれば、









たDentsu Indiaが、会議派幹部から宣伝の不手際を追及されるというおまけまでついた 5。 
ただし、注意したいのは、今回選挙でのBJPの勝利は、会議派批判とともに、あるいはそれ以





今回の選挙では小選挙区制度の特性がいかんなく発揮され、BJP は 31％の得票率で 282 議席
を得た。得票率 1％当たり 9.1 議席というのは、これまでの最高記録であった 1984 年の連邦下院




BJPが全国から集めた 1 億 7166 万票のうち、実に 1 億 2799 万票（75％）が、この「コア・リー
ジョン」で投じられた。中部（ヒンディー語）州全域でのBJPの得票率は 43.7％という高率であ
り、西部州全域ではそれに及ばないものの、38.5％に達した。表 2 にみるように、BJPの 282 議
席のうち、「コア・リージョン」は 243 議席（86％）を占めた。 
この結果を 2009 年と比較すると、「コア・リージョン」での BJP の 153 議席増は、この地域
全域での会議派による 98 議席減のほか、ウッタル・プラデーシュ州での社会主義党（－18）、多
数者社会党（－20）、民族ローク・ダル（－5）、さらにはビハール州でのジャナタ・ダル（統一派）
                                                   
4 以上は Indian Express, 2 May, 20 May 2014, Hindustan Times, 13 April 2014 による。 
5 “Congress blames ad agency for Lok Sabha polls debacle,” Times of India, 20 May 2014. 
6 連合政治における政策決定過程の問題点は、[4.21 報告スライド 21]を参照。 
7 中部インドと西部インドを合わせてインド政治の「コア・リージョン」とするのは、前者が全国人口の 4 割を
擁し、後者がインドの工業力の中核地域を長く形成してきたこと、この二つを兼ね備えた地域として、中央政権
の政治的、経済的な基盤を提供してきたと筆者が認識するからである[4.21 報告スライド 9, 10]。 
 http://www.ide.go.jp 
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頻繁に鞍替えする。今回の場合、BJPの立候補者についてみると、ハリヤーナー州では 8 名中 5
名、ビハール州では 30 名中 10 名、ウッタル・プラデーシュ州では 78 名中 18 名が他党からの鞍
替え組み（いわゆる「ターンコート」）であった。結果はそれぞれ、ハリヤーナー州でBJPの当選
者 7 名中 3 名、ビハール州では同じく 22 名中 5 名、ウッタル・プラデーシュ州では 71 名中 16









BJPのマニフェストが発表されたのは、異例なことに第 1回投票日の当日 4月 7日であった 10。
投票日にまで発表がずれこんだのは、マニフェスト作成委員会の長であるM.M.ジョーシー（元人
                                                   
8 今回の選挙でも、西ベンガル、オディシャ、タミル・ナードゥでは、それぞれの地域政党が大勝した。 
9 候補者数は Indian Express, 31 March 2014 による。当選者数は Times of India, 18 May 2014 による。ただ後
者によればウッタル・プラデーシュでの鞍替え候補者は 19 名である。またウッタル・プラデーシュ州での鞍替え
候補者の当選数は、この記事では確認できなかったが、BJP の落選者 7 名のうちの 2 名が鞍替え候補であること
が確認できたため、18-2=16 名とした。 
10 Bharatiy￥a Janata Party, Election Manifesto 2014, New Delhi, 2014. 
 http://www.ide.go.jp 



































の名もサルダール湖ダム）下流 3 キロの小島に建てられる高さ 182 メートルの巨像である。その
謳い文句は、リオ・デ・ジャネイロの救済者キリスト像の 4 倍以上、ニューヨークの自由の女神
の 2 倍、現在世界最高の中国・魯山大仏（128 メートル）をも上回るというものである。米・中
をしのぎ、キリスト教、西洋理念、仏教のモニュメントすべてをしのぐというメッセージが味噌
である。パテール像のスローガン「一つのインド、比類なきインド」が、今回の選挙を契機に、
                                                   
11 Ganashakti, 4 April 2014. 
 http://www.ide.go.jp 



































                                                   





交流』第 58 号 1992 年、p.27）。 
14 アッサム州で、移民をむしろ保護する立法だとして不法移民排除法(IMDT Act)の憲法違反訴訟を起こし勝訴し
た S. Sonowal を、BJP はラキムプル選挙区から当選させた。ソノワルは早速閣外相に登用された（青年・スポー
ツ等担当）。 
 http://www.ide.go.jp 
























決定装置として多用された関係閣僚会議（Group of Ministers, GoM）のような仕組みは用いられ
ず、場合によっては閣僚の頭越しに、首相府と関係省庁との直接協議で政策決定が進められる 17。 
                                                   
15 猪口孝ほか『政治学事典』弘文堂、2000 年、p.689。 
16 [4.21 報告スライド 22]参照。 
17 PMO の運営については Indian Express, 31 May 2014 による。また連合政権における政策決定過程の特徴に



































身の高齢政治家M. M. カルゲ（72 歳）を当てるという消極的な対応をとっている。決算委員会や
主要な省別常任委員会(DRSC)の委員長職は、伝統的に野党に配分する習わしがあるが、会議派を
はじめとする野党政治家が、これらポストをいかに有効に活用できるか、その能力が問われてい











条第 2 項の活用をしきりに提唱している 20。連邦立法によらない州レベルからの改革を加速させ、
州間の競争を促す政策であるとともに、BJPのマニフェストにいう、中央政府と州政府の協働に
                                                   









リー提言の線に沿って、ラージャスターンの BJP 州政権が、労働関係諸法の改正に早々に着手した（Indian 
Express, 8 June 2014）。上記の記事でのショウリーのもう一つの提案は、各省庁が立法措置を伴わずに実行でき
る政策を洗いだすというものである。 
 http://www.ide.go.jp 





























                                                   
21 Election Manifesto 2014, p.7. 




完全に終息したわけではない（When Justice Becomes the Victim, The Quest for Justice after the 2002 Violence 
in Gujarat, International Human Rights and Conflict Resolution Clinic, Stanford Law School, May 2014, 
http://humanrightsclinic.law.stanford.edu/project/the‐quest‐for‐justice  2014 年 6 月 6 日アクセス）。 




25 Indian Express, 11 June 2014 は、他の省ではすでに公示している、情報の権利法によって義務付けられた情
報担当官らの氏名や組織の概要に関する情報を、PMO がそのサイトに未だに公示していないと報じている。PMO
の新たな態勢が整わないのであろう。 
26 インド政治研究者のスハース・パルシーカルが Indian Express 紙上で、モーディー政権下でのＢＪＰの弱体化
について言及している（Palshikar, Suhas, “Toll the Party,” 13 May; “Modi, like Indira,” 6 June 2014）。 
 http://www.ide.go.jp 











ジ（1952－）が、さらにその脇に BJP が与党である 4 州の州首相が 2 名ずつ配置された。州首










書によって分析した非政府組織の報告によれば、BJPの 281 議員中、98 名（34.9%）が何らかの
刑事事件に絡んで起訴中であり、うち 63 名（22.4%）は暴行、殺人、誘拐などの重大犯罪にかか
わっている。この非政府組織は、新閣僚のうち 44 名について、同じく被起訴者 13 名、うち 8 名
が重大犯罪の関係者であると指摘した。2010 年秋以降の政治浄化世論の高まりのなかで問題とさ
れた「政治の犯罪化（criminalization of politics）」現象は、政治の底辺ではいささかの変化もな







数が 5 万台から 3 万 9283 支部にまで減少するという組織上の危機があった。BJPとモーディー
候補の支援活動を通じて組織の回復がめざされ、選挙期間中の報道によると、支部数はかなり回
                                                   
27 以上のデータは非政府組織 Association for Democratic Reforms（ADR）の調査結果から。ADR のサイト
http://loksabha.adrindia.org から入手（2014 年 6 月 6 日アクセス）。なお下院議員 541 名を対象にすると、被
起訴者 186 名（34.4％）、重大犯罪関係者 112 名（20.7％）となる。2009 年下院選ではそれぞれ 158 名と 77 名
であった。なおこの結果をもとに、ADR は 5 月 20 日付けで、モーディー氏宛てに対処を求める要望書を提出し
ている。 
 http://www.ide.go.jp 
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部の年齢ギャップは解消された。また。2013 年 10 月のRSS恒例の最高指導者による創立記念日






















                                                   
28 “Hindutvar bij,” Ganashakti, 15 April 2014; “Sangh along: RSS gears up for door to door campaign in UP,” 
Indian Express, 30 March 2014; Narayan, Dinesh “RSS 3.0 Mohan Bhagwat brings resurgent Sangh to the 
cusp of political power,” Caravan, May 2014 (http://www.caravanmagazine.in/reportage/rss-30)（2014 年 5 月
4 日アクセス）。  
29 上記 Narayan, Dinesh, “RSS 3.0” section five 参照。 
30 Indian Express, 28 May, 5 June 2014. 
31 6 月 9 日の大統領演説では、選挙結果を decisive vote for Development through Good Governance と描いてい
る（注 11 の資料から）。 
32 ここで推測を許されるなら、立候補の申告書において、モーディー候補がこれまでの州議会選挙では記載して
こなかった「妻の存在」を初めて記したのは、虚偽記載を後に問題にされることを避けたいだけでなく、かれ自
身が、独身主義を本来の価値とする RSS のプラチャーラク（説教師）から抜け出しているという、RSS からの「独
立宣言」でもあったのではないか。実際に妻帯が露見して RSS の幹部を辞任するというような事例は最近でもみ
られるのである。 
33 Doniger, Wendy, “India: Censorship by the Batra Brigade,” New York Review of Books, May 8, 2014, 
pp.51-53。バトラは次のターゲットとして、グジャラートにおけるコミュナル暴動と性暴力の関係に関するイン
 http://www.ide.go.jp 











の調査でも、BJPに流れたムスリム票は 8％であり、前回の 4％よりは増えたものの、1999 年、
2004 年の 7％とさほどの差はない 34。また、BJPの立候補者 482 名のうちムスリム候補は 7 名で
あったが、全員落選した 35。かれらに関する限り「電柱」の例えは通用しなかったわけである。











て、全員の釈放を命じた（6 月 6 日にもさらに 2 名を釈放）38。ムスリム男性をテロ容疑で無差
別に拘禁してきたのは、グジャラート州政府に限らない。インド学生イスラーム運動（SIMI）の
関係者であることを理由とする拘禁は、各州高裁に持ち込まれた 111 件のうち、2012 年までに






                                                                                                                                                              
ド人研究者の著作を標的にしていると伝えられる（"It’s Batra again: Book on sexual violence in Ahmedabad 
riots is ‘set aside’ by publisher,” Indian Express, 3 June 2014）。 
34 The Hindu, 1 June 2014. 
35 内訳はジャンムー・カシュミール州 3 名、西ベンガル州 2 名、ビハール州 1 名、ラクシャドウィープ 1 名であ
る。ウッタル・プラデーシュ州からはムスリム候補なし。 
36 “Nervous Juhupura stays indoors” Indian Express, 17 May 2014. 
37 Indian Express, 26 May 2014. 
38 “A Different Kind of a Victory,” Indian Express, 18 May 2014, “They asked me to choose: Godhra, Pandya 
or Akshardam,” Ibid., 21 May 2014. 
39 “97 of 111 cases sink but govt pushes for SIMI ban again” Indian Express, 2 May 2014. 
 http://www.ide.go.jp 
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40 Indian Express, 10 June 2014. 
41 Indian Express, 4, 5, 6, June 2014. プネー選出の BJP の新議員アニル・シロレーは、フェイスブックの画像
への「自然な反応」だと、この殺害を正当化した（Indian Express, 7 June 2014, Ganashakti 6 June, 2014）。
「作用に対する反作用（＝相手が仕掛けた）」という論理は、コミュナル暴動の際に加害者側が用いる常套的な
表現である。モーディー州首相も 2002 年の反ムスリム暴動の際に類似の発言を行った（以下の注 42 参照）。 
42 たしかにモーディー首相は、6 月 11 日の演説のなかでプネーの事件に言及はした(Times of India, 12 June 2014, 
Indian Express, 12 June 2014)。だが以下のニュース映像によれば、首相は、女性の人権問題について語るなかで、
人命喪失の事例として「プネーの殺人、ウッタル・プラデーシュの殺人、マナリーで水死した若者たち、……」
などと列挙したにすぎない。「プネーの殺人」の具体的内容には触れたわけではない（ABP News, “Watch Full: 




語った（Indian Express, 4 Jan. 2013）。 
 http://www.ide.go.jp 
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44 Hasan, Mushirul, “Restore India’s dignity,” Indian Express, 6 March 2002. 
45 州議会選挙をひかえたキャンペーン「グジャラートの栄光行進（Gujarat Gaurav Yatra）」での演説(Indian 
Express, 19 Sept. 2002)。説明するまでもないが、インドの家族計画の標語「夫婦二人、子ども二人（Hum do 
hamare do）」のもじりで、妻は 4 人までとのコーランの定めをゆがめ誇張した一種の「ヘイト・スピーチ」で
ある。 
